
ポスターセッションの記録     ①西都市小体連 

主体的に運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる体育学習の在り方  

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った器械・器具を使っての運動の実践を通して～ 
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〇 ICT の活用について、どういったものを使ってポイントの確認をしているのです

か。NHK などもありますが。 

→ 器械運動の手引きを使って行っています。NHKforSchool を使って、授業でも示

している。上手な子の動きを撮影して示してもいる。 

 

〇 器械運動の場づくりの時間確保はどのようにされているのですか。 

  準備運動はどのようにされていますか。 

→ 体育館の決まった場所に道具を置いています。跳び箱を載せられる台車を置い

て自由に動かせるようにしています。年間指導計画の中で、マット運動の時期な

どは他の学年とそろえてもいます。 

  準備運動については、茶臼原小学校を例として出しすと、５分ほどの時間を使

って主運動にかかわる体力を継続的につけるようにしています。 

  茶臼原小学校では、すくすくタイムでは発表の場を設けたり、全校体育でも行

ったりしています。資料などは、西都市の小体連から年度末に余った予算で配っ

ています。 

 

〇 場づくりや、年計をどのようにして周知させているのですか。 

→ 体育の指導については、夏の実技研修での伝達ともかねて本校での体育につい

ても伝えています。学年でのまとまった授業の中で見せながら、共有している。 

 

〇 ICT のおすすめのアプリを教えてもらいたいです。 

→ はなまるフォームというのがあります。3秒までの映像を再生するなど、前の時

間の映像を流すことで、マット運動などで自分のフォームを見返すために活用し

ています。 

 


